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胤

一
"
志
社
に
入
学
し
た
こ
ろ

上
り
列
車
で
広
島
駅
を
九
っ
た
の
は
三
月
二
七
日
の
朝
三
時
三
五
分

で
あ
っ
九
0
 
車
中
商
人
の
会
話
オ
マ
ッ
カ
、
オ
マ
ヘ
ソ
カ
:
.
:
.
の
初
め
て

き
く
上
方
言
量
移
り
ゆ
く
車
外
の
景
色
、
同
行
の
友
U
君
と
の
対
話
、

胸
一
ぱ
い
の
同
志
社
入
学
の
希
望
な
ど
県
外
へ
の
初
旅
を
た
の
し
い
も
の

に
し
て
く
れ
た
。

汽
車
が
大
阪
に
つ
い
た
の
は
翌
日
の
午
前
一
時
で
あ
っ
た
。
経
過
時
間

は
二
二
時
闇
と
三
0
分
汽
車
賃
は
二
円
三
四
銭
で
あ
っ
九
。
汽
車
は
大

阪
止
ま
り
で
あ
っ
た
か
ら
や
む
な
く
下
車
し
九
。
駅
前
に
は
二
階
建
て
の

旅
館
が
並
ん
で
い
た
。
そ
の
一
っ
に
入
っ
た
。
明
治
三
六
年
の
三
月
、
大

阪
は
博
覧
会
の
た
め
、
大
抵
の
旅
館
は
満
員
と
み
ぇ
た
。
二
人
は
先
ず
宿

泊
料
を
き
い
た
。
一
泊
二
食
六
0
銭
。
二
人
は
勇
を
鼓
し
て
五
0
銭
に
ね

ぎ
っ
九
0
 
番
頭
は
快
く
五
0
銭
に
ま
け
て
く
れ
た
。
二
階
に
上
り
く
つ
ろ

い
で
夕
食
に
と
り
か
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
な
ん
と
御
飯
は
茶
碗
の
底
に

九
だ
一
口
、
田
舍
出
の
少
年
は
も
っ
と
沢
山
入
れ
る
よ
う
、
女
中
に
要
求
し

役
か
っ
た
0
 
三
杯
か
え
て
唯
三
口
、
翌
朝
の
食
事
も
同
様
で
あ
っ
た

お
か
ず
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
覚
え
て
い
な
い
。

大
塚
節

明
け
て
二
八
日
、
朝
八
時
四
三
分
の
汽
車
で
京
都
に
向
っ
九
。
ち
ょ
う

ど
一
0
時
に
京
都
に
つ
い
九
。
所
要
時
闇
一
時
問
と
一
五
分
汽
車
賃
四

五
銭
0
 
二
人
は
車
を
つ
ら
ね
て
油
小
路
北
小
路
角
、
河
内
屋
旅
館
に
入
っ

九
0
 
車
夫
が
大
学
に
入
学
さ
れ
る
の
だ
と
馬
鹿
に
し
た
追
従
を
い
っ
た

郷
里
の
医
師
S
先
生
か
ら
の
紹
介
状
を
旅
館
主
大
懲
兵
衛
氏
に
渡
し
、

し
ぱ
ら
く
の
宿
泊
を
九
の
ん
だ
。
主
人
は
六
0
恰
好
の
好
人
物
で
わ
れ
ら

少
年
を
快
く
迎
え
て
く
れ
九
。
,
同
日
の
午
後
早
速
徒
歩
で
同
志
社
を
訪
ね

九
0
 
春
休
み
中
で
校
庭
に
は
学
生
の
姿
は
見
え
な
か
っ
九
が
、
神
学
館
東

側
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
る
学
張
数
名
い
た
。
広

島
で
き
い
た
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
の
学
園
同
志
社
の
空
気
は
ど
こ
に
も
み
え

な
か
っ
六
。
こ
れ
が
最
初
の
不
安
で
あ
っ
た
。

宿
の
主
人
に
下
宿
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
世
話
を
九
の
ん
だ
。
下
宿
は
数
日

の
う
ち
に
見
っ
け
て
く
れ
、
四
月
一
日
に
下
魚
棚
通
り
堀
川
西
入
る
、
奥

村
順
次
郎
氏
宅
の
籬
六
畳
に
移
っ
九
。
奥
村
家
の
主
人
に
は
逐
に
会
わ
ず

じ
ま
い
で
あ
っ
た
が
、
七
0
恰
好
の
老
夫
人
と
三
0
近
く
の
お
嬢
さ
ん
が

い
て
、
な
に
く
れ
と
な
く
お
世
話
条
っ
た
。
室
料
ケ
月
二
円
五
0
銭

/
ー
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で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
わ
れ
ら
の
向
炊
乍
活
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
食
事

は
と
か
く
不
規
則
と
な
り
、
一
日
分
の
御
飯
五
合
を
一
ぺ
ん
に
食
べ
て
し

ま
う
こ
と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
0

学
校
は
四
月
九
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
入
学
金
と
一
学
期
闇
の
学
費
合
せ

て
七
円
八
0
銭
で
あ
っ
た
。
毎
日
油
小
路
を
北
へ
、
中
立
売
で
鳥
丸
に
出

て
烏
丸
を
北
へ
同
志
社
へ
と
、
約
一
ケ
月
同
じ
途
を
歩
い
九
0
 
途
中
金
箔

を
打
つ
カ
タ
カ
タ
と
ひ
ぴ
く
槌
の
音
が
心
地
よ
く
今
も
耳
底
に
残
っ
て
い

る
当
時
電
市
は
駅
前
か
ら
七
条
内
浜
へ
、
河
原
町
通
り
を
北
へ
四
条
ま

で
、
四
条
で
木
屋
町
に
出
て
高
瀬
川
に
沿
う
て
北
へ
二
条
ま
で
、
二
条
で

西
へ
寺
町
に
出
て
、
寺
町
を
北
へ
今
出
川
ま
で
通
じ
て
い
た
。
単
線
で
あ

つ
た
か
ら
速
度
は
歩
く
の
と
さ
し
て
述
い
は
な
か
っ
た
0

学
校
は
朝
七
時
半
公
会
堂
(
チ
十
ぺ
ル
)
の
講
話
か
ら
始
ま
り
、
八
時

か
ら
学
課
、
午
前
四
時
間
、
午
後
二
時
問
、
土
曜
、
日
曜
は
休
み
、
第
一

学
期
は
六
月
末
で
終
り
、
夏
休
は
七
、
八
月
と
九
月
初
め
約
一
 
0
日
朋
、

今
日
と
殆
ん
ど
変
り
は
な
い
。

わ
れ
ら
の
ク
ラ
ス
は
約
三
0
名
で
、
一
年
生
は
A
、
 
B
の
二
級
で
あ
っ

た
。
自
分
は
B
組
で
あ
っ
た
と
思
う
。
卒
業
の
と
き
は
ち
よ
う
ど
そ
の
半

数
に
減
じ
た
。
学
課
は
修
身
、
国
語
、
漢
文
、
算
術
、
英
訳
読
、
英
文
典
、

英
会
話
、
英
習
字
、
日
木
史
、
日
本
地
理
、
鉱
物
、
図
画
、
体
操
で
あ
っ

九
と
巽
す
る
。

先
生
は
修
身
大
塚
素
、
国
語
三
輪
源
造
、
漢
交
門
田
新
六
、
英
語
塩
瀬

千
治
、
歴
史
は
再
子
期
山
口
金
作
、
二
学
期
以
後
横
山
健
堂
、
地
理
鉱

物
加
藤
延
年
、
算
術
鈴
木
、
図
画
守
住
勇
魚
、
休
操
後
藤
等
そ
れ
ぞ
れ
の

先
生
が
担
当
さ
れ
た
。
同
志
社
の
精
神
教
育
を
た
た
き
込
ん
で
く
れ
た
人

は
大
塚
素
先
生
で
あ
っ
た
。
先
生
は
幹
出
と
い
う
役
で
校
長
代
行
の
よ
う

な
'
y
場
に
あ
っ
た
。
先
生
の
ク
ラ
ス
は
毎
時
朋
感
激
の
一
尿
を
催
し
九
0
 
こ

の
人
は
三
河
の
人
で
牧
野
虎
次
先
生
な
ど
と
同
様
に
始
め
監
獄
の
教
詐
師

を
つ
と
め
、
同
志
社
を
去
っ
て
か
ら
は
満
鉄
に
入
り
、
そ
の
社
会
部
を
建

設
し
た
人
で
あ
る
。
そ
の
令
弟
大
塚
小
一
郎
氏
は
、
明
治
三
0
年
高
等
普

通
学
校
卒
業
の
校
友
で
、
昭
和
の
初
め
日
本
銀
行
京
都
支
店
長
と
し
て
京

都
に
在
任
、
同
森
に
も
し
ぱ
し
ば
見
え
て
当
時
の
法
学
部
長
今
中
次
麿

氏
や
私
な
ど
と
同
志
社
教
育
に
つ
き
意
見
を
突
か
わ
し
た
も
の
で
あ

る
後
本
店
銀
行
局
長
と
な
っ
て
東
京
に
移
ら
れ
九
。
そ
の
令
息
一
也
氏

は
富
士
銀
行
京
都
支
店
長
と
し
て
、
昭
和
三
0
年
頃
京
都
在
住
口
ー
タ
リ

会
員
と
し
て
交
っ
た
。
私
と
同
姓
で
あ
る
が
家
の
関
係
は
な
い
0

歴
史
の
横
山
健
堂
先
生
は
当
時
京
都
大
学
大
学
院
で
研
究
中
で
あ
っ

た
あ
る
と
き
わ
れ
ら
の
ク
ラ
ス
の
最
年
長
者
柿
田
君
と
い
う
の
が
歴
史

の
教
授
法
に
つ
い
て
先
生
に
注
交
を
つ
け
た
。
同
君
は
同
志
社
に
く
る
ま

で
某
医
学
校
に
居
た
と
か
で
鼻
下
に
ひ
げ
を
蓄
え
た
紳
士
で
あ
っ
た
0
 
当

時
の
ク
ラ
ス
は
年
齢
不
揃
で
十
二
歳
か
ら
二
十
五
歳
位
ま
で
い
ろ
い
ろ
で

あ
っ
た
。
柿
田
君
の
注
交
が
何
で
あ
っ
た
か
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
健
堂

先
生
の
返
答
は
今
尚
巽
に
新
た
で
あ
る
。
日
く
、
昔
、
支
那
に
公
孫
龍

と
い
う
者
が
い
て
、
堅
白
同
異
の
説
を
称
え
た
。
即
ち
、
白
く
且
っ
堅
い

石
が
あ
る
。
目
で
見
る
と
白
い
が
、
堅
い
こ
と
は
わ
か
ら
ぬ
0
 
手
で
さ

わ
る
と
堅
い
こ
と
は
わ
か
る
が
白
い
こ
と
は
わ
か
ら
ぬ
0
 
故
に
白
い
石
と

堅
い
石
と
同
一
で
な
い
。
ま
た
白
馬
は
馬
に
あ
ら
ず
と
も
云
っ
た
0
 
馬
は



白
馬
、
赤
馬
、
黒
馬
、
斑
馬
等
を
含
む
が
白
馬
は
白
馬
の
み
で
あ
る
。
故

に
白
馬
は
馬
に
あ
ら
ず
と
い
う
に
あ
る
0
 
こ
の
誰
弁
を
や
め
る
よ
う
公
孫

龍
に
忠
言
し
た
人
が
あ
る
。
公
孫
龍
は
こ
の
奇
説
の
ゆ
え
に
自
分
の
存
在

理
由
が
あ
る
。
こ
れ
を
捨
て
る
と
自
分
の
存
在
理
由
は
な
い
、
故
に
捨
て

ら
れ
な
い
と
答
え
た
。
横
山
先
生
日
く
、
自
分
に
は
自
分
の
流
儀
が
あ
っ

て
自
分
の
教
え
方
は
か
え
ら
れ
な
い
。
ク
ラ
ス
の
も
の
一
同
は
先
生
の
博

学
と
才
気
に
烟
に
ま
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
柿
田
君
は
そ
れ
で
沈
黙
し
て
し

ま
っ
た

算
術
の
先
生
が
残
し
て
く
れ
た
記
憶
が
一
っ
あ
る
。
先
生
は
虫
歯
に
苦

労
し
て
お
ら
れ
た
。
あ
る
と
き
一
升
桝
(
ま
す
)
の
容
積
は
何
立
方
分
あ

る
か
と
い
う
問
題
に
出
会
し
た
。
先
生
は
そ
れ
を
覚
え
る
に
「
虫
歯
に
悩

む
」
(
六
四
八
二
七
)
と
い
う
便
法
を
示
し
た
。
爾
来
一
升
桝
の
容
積
は

六
万
四
千
八
百
二
七
立
方
分
と
覚
え
て
ぃ
る
。

加
藤
延
年
先
生
が
旧
東
京
市
の
一
五
区
の
名
前
を
暗
記
す
る
方
法
と
し

て
歌
を
も
っ
て
覚
え
易
く
示
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
っ
九
。

*

下
魚
の
棚
通
り
は
七
条
通
り
の
も
一
っ
南
の
通
り
で
そ
こ
か
ら
毎
日
同

志
社
に
通
学
す
る
こ
と
は
苦
痛
で
は
な
か
っ
た
が
、
労
力
と
時
問
の
浪
費

で
あ
っ
た
。
同
級
生
に
T
君
と
い
う
の
が
い
て
、
そ
の
紹
介
に
ょ
り
、
五

月
九
日
新
椹
木
町
丸
太
町
下
る
と
こ
ろ
の
木
村
ウ
メ
と
い
う
素
人
下
宿
に

移
っ
た
。
奥
村
氏
へ
は
感
謝
の
印
に
砂
糖
一
箱
を
呈
し
た
。

木
村
に
移
っ
て
か
ら
約
二
週
間
後
に
同
級
生
堀
内
清
君
の
世
話
に
ょ
り

竹
屋
町
寺
町
西
入
る
南
側
、
巽
富
栄
と
い
う
宅
に
転
居
し
た
。
六
畳
高
全

月
二
円
で
あ
っ
た
。
五
月
二
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
木
村
下
宿
は
同
宿
者

が
多
く
勉
強
が
で
き
に
く
か
っ
た
ゆ
え
で
あ
る
。
こ
の
家
の
主
人
は
ど
こ

か
に
外
勤
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
妻
君
の
富
栄
さ
ん
は
メ
リ
ャ
ス
の
機

械
編
み
を
し
て
一
家
を
立
て
て
い
た
。
因
に
八
十
年
来
、
多
く
の
人
々
の

厚
意
に
浴
し
九
が
今
日
な
お
交
り
を
っ
づ
け
て
ぃ
る
者
は
多
く
は
な
い

堀
内
さ
ん
は
そ
の
一
人
で
あ
る
。

こ
こ
で
同
級
生
の
こ
と
に
つ
き
一
一
言
す
る
。
先
き
に
あ
げ
た
柿
田
君
や

T
君
は
途
中
退
学
し
て
そ
の
消
息
は
詳
か
で
な
い
。
そ
の
他
、
中
退
者
で

異
色
の
あ
っ
た
者
に
大
石
七
分
(
ス
テ
ィ
ブ
ソ
)
君
が
い
る
。
三
歳
の

美
少
年
で
西
洋
流
の
服
装
を
し
て
い
た
。
そ
の
兄
さ
ん
は
大
石
真
己
?

3
 
君
で
一
年
上
に
い
た
。
紀
州
の
出
身
で
社
会
主
義
を
宣
伝
し
て
い
た

よ
う
に
思
う
。
平
民
新
聞
と
い
う
小
型
の
新
聞
を
配
布
し
て
ぃ
九
。
い
ま

一
人
城
戸
範
輔
君
と
い
う
豪
傑
肌
の
生
徒
が
い
た
。
彼
は
常
に
制
服
に
下

駄
ぱ
き
で
教
室
や
廊
下
を
闊
歩
し
て
い
た
。
当
時
登
校
に
は
制
服
と
靴
と

き
め
ら
れ
て
い
九
。
和
服
者
は
許
可
証
を
必
要
と
し
た
。
現
存
者
は
僅
か

-
0
名
と
な
っ
て
い
る
。
年
に
一
、
二
度
の
文
通
を
し
て
ぃ
る
者
に
は
阿

部
賢
一
君
(
前
早
大
総
長
)
中
江
利
郎
君
(
元
千
葉
農
場
試
験
長
)
三
宅

幸
右
工
門
君
(
稚
内
教
育
委
員
)
後
か
ら
加
わ
っ
た
湯
浅
八
郎
君
(
国
際

キ
リ
ス
ト
教
大
学
名
誉
総
長
、
元
同
志
社
総
長
)
等
が
あ
る
。
親
友
の
多

く
は
す
で
に
幽
界
に
あ
る
。

竹
屋
町
に
移
っ
て
閻
も
な
い
こ
ろ
、
五
厘
の
饅
頭
二
0
個
を
求
め
、
御

苑
内
府
立
図
書
館
の
近
処
で
独
り
こ
っ
そ
り
と
た
べ
て
し
ま
っ
た
 
U
君

*
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と
と
も
に
た
べ
な
か
っ
た
罰
は
て
き
め
ん
で
腹
を
こ
わ
し
、
河
原
町
丸
太

町
上
る
星
野
医
院
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
無
茶
を
し
て
は
い
け
な
い
。
赤
痢

に
な
る
ぞ
と
叱
ら
れ
た
。
こ
の
医
師
先
生
は
校
友
田
辺
繁
子
女
史
(
法

博
・
専
修
大
学
數
授
)
の
厳
父
で
あ
っ
た
。
後
に
寄
宿
に
入
っ
て
か
ら
私

の
利
己
心
は
開
眼
さ
れ
た
。
寄
宿
舍
で
は
好
い
物
が
あ
れ
ぱ
大
抵
寮
長
室

に
集
っ
て
皆
で
一
緒
に
た
べ
た
。
私
に
と
っ
て
こ
れ
は
大
き
な
発
見
で
あ

つ
た
。
な
お
、
い
ま
一
っ
寮
で
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
寮
の
便
所

に
狼
褒
な
落
書
が
な
く
、
寮
内
に
狼
談
が
な
か
っ
九
こ
と
で
あ
っ
た
。
私

は
入
寮
し
て
初
め
て
同
志
社
の
利
他
心
と
純
潔
心
と
い
う
も
の
を
知
っ
た

の
で
あ
る
。

私
が
同
志
社
に
き
た
の
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
勉
強
が
で
き
る
と

聞
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
な
か
な
か
そ
れ
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
は
じ
め
二
、
三
年
は
全
く
駄
目
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
後
に
述
べ

る
よ
う
に
二
学
期
末
を
も
っ
て
退
学
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
五
月
初

旬
前
出
の
T
君
の
紹
介
で
、
 
A
家
に
糸
繰
り
の
手
伝
仕
事
を
得
た
。
二
条

数
屋
町
の
辺
で
あ
っ
た
。
学
校
か
ら
か
え
り
、
四
時
頃
か
ら
夜
の
九
時
頃

ま
で
働
い
た
。
 
A
氏
は
私
に
同
情
し
て
特
に
私
に
仕
事
を
与
え
て
く
れ
た

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
私
が
世
話
人
T
君
の
感
情
を
害
し
た
の
が
原
因
で

こ
の
仕
事
は
一
ケ
月
位
で
や
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
 
T
君
に
喫
煙
の

習
慣
が
あ
り
、
そ
れ
を
や
め
る
よ
う
忠
一
昌
し
た
の
が
も
と
で
あ
る
0
 
私
の

忠
言
の
仕
方
が
悪
か
っ
九
の
で
あ
る
。
軽
卒
で
直
情
径
行
で
他
人
の
感
情

を
害
し
た
こ
と
は
成
人
に
な
っ
て
も
度
々
あ
っ
た
0
 
ま
こ
と
に
恥
し
い
次

第
で
あ
る
。

こ
の
仕
事
は
約
二
0
日
制
で
や
め
た
。
給
料
一
円
五
0
銭
を
受
け
九
。

六
月
に
入
り
U
君
と
共
同
で
牛
乳
の
得
意
を
作
る
た
め
に
学
業
の
余
暇
に

方
々
を
歩
い
た
。
こ
れ
は
最
も
い
や
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
六
月
六
日
か
ら

配
達
を
始
め
た
。
仕
入
れ
の
店
は
河
原
町
丸
太
町
上
る
出
口
牛
乳
店
で
あ

つ
た
と
思
う
。
こ
こ
の
主
人
に
は
色
々
お
世
話
に
な
っ
た
。
 
U
君
と
交
替

で
配
っ
た
。
こ
れ
も
六
月
末
帰
省
す
る
ま
で
で
、
以
後
休
み
中
は
後
を
牛

乳
店
に
託
し
た
。
因
に
牛
乳
は
一
本
(
一
A
巳
三
銭
な
い
し
三
銭
五
厘
で

利
益
は
一
銭
な
い
し
一
銭
五
厘
で
あ
っ
た
。
三
0
本
(
三
升
)
の
得
意
が

あ
れ
ぱ
一
ケ
月
九
円
の
利
益
が
あ
る
か
ら
一
人
の
生
活
費
と
学
費
は
ま
か

な
え
た
の
で
あ
る
。
 
U
君
と
私
は
そ
こ
ま
で
こ
の
仕
事
を
伸
ぱ
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
精
々
-
0
本
位
で
あ
っ
た
と
思
う
。

さ
て
六
月
下
旬
期
末
試
験
が
す
む
と
帰
心
矢
の
如
く
六
月
二
八
日
出
発

途
中
神
戸
に
下
車
、
湊
川
神
社
に
参
拝
し
広
島
に
つ
い
た
の
が
夜
の
三

時
半
で
あ
っ
九
。
教
員
養
成
所
時
代
の
下
宿
寺
内
旅
館
に
一
泊
の
の
ち
二

九
日
親
許
に
帰
っ
た
。

三
月
出
郷
の
と
き
は
「
男
児
立
志
出
郷
関
。
学
若
無
成
死
不
還
。
埋
骨

豈
惟
墳
墓
地
。
人
問
到
処
有
青
山
」
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
意
志
薄
弱

親
に
甘
え
る
心
が
多
分
に
あ
っ
た
。
明
治
四
年
岩
倉
公
一
行
に
つ
い
て
米

国
に
留
学
し
た
七
歳
の
津
田
梅
女
史
の
こ
と
な
ど
思
,
つ
と
赤
面
の
い
た
り

で
あ
る
0

六
月
か
ら
八
月
末
ま
で
ニ
ケ
月
の
問
は
家
事
の
手
伝
い
や
、
鰻
つ
り
や

母
校
高
小
の
同
窓
会
組
織
の
た
め
友
人
問
を
奔
走
し
た
り
、
田
舍
の
夏
を

楽
し
く
過
ど
し
た
。
そ
の
問
広
島
市
に
出
て
英
語
塾
に
入
っ
て
英
語
の
勉



強
に
数
日
を
費
し
た
。
こ
の
と
き
あ
る
牧
場
に
雇
わ
れ
、
未
明
に
起
き
て

乳
し
ぽ
り
を
手
伝
い
、
炎
天
下
牛
乳
車
を
引
い
て
乳
を
配
っ
た
り
し
た

が
、
こ
れ
は
文
字
通
り
三
日
坊
主
で
郷
里
に
引
上
げ
た
。
仕
事
と
勉
学
が

両
立
し
な
い
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

八
月
末
京
都
に
か
え
り
元
の
下
宿
に
落
ち
つ
い
九
。
直
ち
に
牛
乳
の
配

達
に
と
り
か
か
っ
九
。
学
校
は
九
月
一
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
-
 
0
月
二

日
の
朝
拝
の
と
き
大
塚
素
先
生
か
ら
私
が
副
組
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
九
。
同
日
校
長
名
で
辞
令
が
渡
さ
れ
た
。
組
長
は
だ
れ
で
あ
っ

た
か
明
か
で
な
い
。

秋
も
酎
と
な
り
例
年
の
如
く
運
動
会
が
一
0
月
=
二
日
上
賀
茂
神
社
の

芝
生
で
行
な
わ
れ
た
。
競
技
の
山
は
旗
奪
で
あ
っ
た
。
五
年
生
の
杉
本
重

三
郎
君
(
柔
道
初
段
六
尺
近
く
の
巨
漢
、
現
在
ア
ル
ゼ
ソ
チ
ソ
在
住
)
や

高
等
学
部
の
京
野
順
八
郎
君
(
柔
道
二
段
)
な
ど
が
活
躍
し
た
。
こ
の
日

社
長
兼
校
長
の
片
岡
健
吉
先
生
逝
去
の
報
が
伝
わ
っ
た
。
正
式
の
報
告
は

翌
十
一
月
一
日
に
行
な
わ
れ
九
。
越
え
て
十
一
月
五
日
に
告
別
式
が
公
会

堂
で
執
行
さ
れ
た
。
学
生
生
徒
は
一
ケ
月
閻
喪
章
を
つ
け
九
。
そ
の
九
め

各
一
0
銭
宛
皷
出
し
た
。
木
葬
は
先
生
の
郷
里
高
知
で
行
な
わ
れ
、
学
生

代
表
三
名
が
参
列
し
、
そ
の
報
告
が
十
一
月
一
0
日
朝
拝
の
と
き
公
会
堂

で
な
さ
れ
九
。
葬
儀
参
列
者
は
約
一
、
 
0
0
0
名
、
見
送
人
約
二
0
、
 
0

0
0
人
、
高
知
市
の
北
約
一
里
の
神
遷
寺
に
葬
ら
れ
た
云
々
。
更
に
十
一

月
二
十
八
日
に
は
先
生
の
追
悼
会
が
開
か
れ
九
。
先
生
は
衆
議
院
議
長
の

職
に
居
ら
れ
た
か
ら
東
京
で
も
盛
大
な
告
別
式
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

*

と
推
測
さ
れ
る
が
確
か
な
こ
と
は
調
べ
て
み
ね
ば
明
か
で
な
い
。

な
お
、
同
志
社
理
事
会
は
直
ち
に
後
任
者
を
定
め
た
。
二
月
九
日
朝
拝

の
と
き
公
会
堂
で
後
任
は
下
村
孝
太
郎
先
生
が
就
任
さ
れ
九
こ
と
が
お
お

や
け
に
さ
れ
た
。
下
村
先
生
は
熊
本
バ
ン
ド
の
一
人
で
、
現
理
化
学
校
設
立

の
立
役
者
で
あ
り
、
同
志
社
引
退
後
は
大
阪
瓦
斯
会
社
の
技
師
長
お
よ
び

役
員
を
つ
と
め
ら
れ
た
と
記
憶
す
る
。
先
生
の
宅
は
松
陰
寮
の
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
が
今
は
北
小
松
嘗
に
移
し
退
修
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

九
日
朝
拝
の
と
き
下
村
社
長
兼
校
長
が
就
任
の
挨
拶
を
さ
れ
、
そ
の
前

座
で
オ
ー
テ
ス
・
ケ
ー
リ
先
生
(
現
ケ
ー
リ
君
の
祖
父
)
が
片
岡
先
生
に

つ
き
短
い
感
話
を
さ
れ
た
。

「
私
た
ち
が
故
片
岡
社
長
を
敬
慕
す
る
所
以
は
そ
の
勝
れ
た
政
治
家
た

る
こ
と
や
、
同
志
社
々
長
た
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
立
派

な
品
性
の
ゆ
え
で
あ
る
。
同
志
社
精
神
な
る
も
の
は
愛
神
、
愛
人
に
あ

る
0
 
し
か
る
に
昨
日
の
礼
拝
に
出
席
せ
る
も
の
幾
人
あ
っ
た
か
0
 
こ
れ

私
の
憂
る
点
で
あ
る
。
諸
君
は
よ
ろ
し
く
同
志
社
精
神
を
振
興
す
べ
き

で
あ
る
云
々
。
」

下
村
先
生
の
挨
拶
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
「
同
志
社
は
一
日
た
り
と

も
社
長
校
長
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
を
も
っ
て
不
肖
私
が
そ
の

任
に
推
さ
れ
た
。
同
志
社
は
新
島
先
生
を
失
な
い
、
片
岡
先
生
も
失
な
う

九
が
諸
君
は
そ
の
た
め
に
元
気
を
温
喪
し
て
は
な
ら
な
い
。
同
志
社
は
、

二
0
0
0
年
前
に
逝
き
し
キ
リ
ス
ト
の
精
神
に
立
っ
て
い
る
。
故
に
不
肖

な
る
私
が
社
長
、
校
長
た
り
と
も
動
揺
な
く
勉
学
さ
れ
た
い
。
」

十
一
月
三
日
は
明
治
天
皇
の
誕
生
昊
長
節
で
恒
例
に
ょ
り
公
会
堂
で

拝
賀
式
が
行
な
わ
れ
た
。
だ
れ
が
勅
語
を
奉
読
し
た
か
記
憶
に
な
い
が
、
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そ
れ
ま
で
、
公
立
校
の
式
に
な
れ
て
い
た
私
の
臼
記
に
は
勅
語
の
取
扱
い

方
が
は
な
は
だ
粗
略
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
月
の
中
旬
播
州
に
お
い
て
陸
軍
の
秋
期
大
演
習
が
行
な
わ
れ
、
天

皇
陛
下
は
統
監
の
た
め
播
州
に
行
幸
さ
れ
た
。
十
二
日
に
生
徒
一
同
は
京

都
駅
に
て
初
迎
え
を
し
十
八
日
に
御
帰
京
の
と
き
御
見
送
り
を
し
た
。
学

校
は
奉
送
迎
に
つ
き
公
会
堂
脇
の
掲
示
板
に
公
示
を
出
し
た
が
誰
か
が
そ

れ
に
徒
ら
雪
き
を
し
た
ら
し
い
。
十
一
月
十
八
日
の
朝
拝
の
と
き
中
瀬
古

先
生
か
次
の
よ
う
な
講
話
を
さ
れ
た
。
「
礼
儀
は
東
洋
の
倫
理
で
あ
る
。

支
那
に
お
い
て
は
こ
れ
を
も
っ
て
国
を
治
め
る
基
と
し
九
も
の
で
あ
る
0

そ
こ
で
教
育
課
目
中
で
も
礼
を
最
も
重
ん
じ
九
の
で
あ
る
。
文
明
と
は
西

洋
の
一
言
葉
で
は
都
び
た
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
都
の
者
は
礼
儀
を
知
る
0

文
明
人
は
礼
儀
を
{
寸
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
、
二
年
生
諸
君
は
田
舍

か
ら
き
て
問
も
な
い
。
都
び
て
い
な
い
。
故
に
不
行
儀
か
と
思
う
た
が
案

外
に
礼
儀
正
し
く
嬉
し
く
思
う
。
し
か
る
に
天
皇
陛
下
の
行
幸
に
つ
い
て

の
掲
示
に
落
書
き
を
し
た
者
が
あ
る
。
こ
れ
は
エ
デ
ン
の
園
で
蛇
が
人
を

誘
惑
し
た
よ
う
に
同
志
社
の
近
処
に
蛇
が
居
る
に
違
い
な
い
。
諸
君
は
こ

れ
を
探
索
せ
ん
こ
と
を
望
む
云
々
」
い
か
に
も
中
瀬
古
先
生
ら
し
く
忍
刺

に
み
ち
た
話
で
あ
る
。

十
一
月
二
十
九
日
に
は
同
志
社
創
立
二
八
周
年
の
黒
式
典
が
公
会
堂

で
行
な
わ
れ
九
。
式
典
の
様
子
は
惜
し
く
も
記
し
て
い
な
い
。
当
日
は
日

曜
で
あ
っ
た
が
日
曜
の
礼
拝
と
の
関
係
を
如
何
に
し
た
か
明
か
で
な
い
。

十
二
月
十
八
日
公
会
堂
で
朝
拝
の
と
き
一
人
退
学
、
一
人
停
学
処
分
の

報
告
が
あ
っ
た
そ
の
と
き
の
下
村
校
長
の
訓
示
は
「
渇
し
て
も
盗
泉
の

水
を
飲
む
な
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
処
罰
の
理
由
が
窃
盗

で
あ
っ
九
か
も
知
れ
な
い
。

ご
一
月
二
一
日
の
夕
方
危
険
な
釜
を
演
じ
た
。
 
U
君
と
共
同
で
用
い

て
ぃ
た
す
わ
り
机
は
足
が
ね
じ
込
み
式
で
あ
っ
九
。
四
本
の
足
の
う
ち
一

本
が
よ
く
締
っ
て
い
な
か
っ
た
。
肱
を
つ
い
て
立
ち
上
る
際
そ
の
足
が
ぬ

け
机
が
傾
い
た
。
そ
の
拍
子
に
上
に
あ
っ
た
ラ
ン
プ
が
転
覆
し
た
。
ラ
ン

プ
の
油
壺
の
ネ
ジ
が
し
っ
か
り
ね
じ
て
な
か
っ
た
。
石
油
が
流
れ
出
て
。
ハ

ツ
と
火
が
燃
え
上
っ
九
。
素
早
く
座
布
団
で
打
消
し
、
燃
え
て
い
る
ざ
ぷ

と
ん
を
窓
か
ら
外
の
路
上
に
放
り
出
し
た
。
幸
に
通
行
人
に
当
ら
ず
ざ
ぷ

と
ん
の
火
は
消
え
た
。
宿
の
主
人
、
主
婦
に
平
あ
や
ま
り
に
あ
や
ま
っ
て
事

は
無
事
に
す
ん
だ
。
以
後
し
め
る
べ
き
も
の
は
し
っ
か
り
と
し
め
る
べ
し

と
い
う
教
訓
を
肝
に
銘
じ
た
。
そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
0
年
後
の
一
九
一

三
年
の
夏
北
米
口
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
の
夏
場
ウ
ォ
ッ
チ
ヒ
ル
の
日
本
雑

貨
店
で
働
い
て
い
た
と
き
、
中
二
階
の
べ
ッ
ド
の
枕
許
の
ラ
ン
プ
を
ひ
っ

く
り
か
え
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
幸
に
油
壷
の
ネ
ジ
を
し
っ
か
り
し
め
て

い
た
か
ら
石
油
は
流
れ
で
ず
、
火
が
消
え
た
だ
け
で
す
ん
だ
。
も
し
そ
の

と
き
石
油
が
梳
れ
出
て
、
火
が
つ
い
た
な
ら
、
室
の
窓
は
三
寸
角
の
格
子

窓
で
開
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
家
と
共
に
焼
け
死
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
身
を

も
っ
て
免
れ
九
と
し
て
も
出
火
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
私
の
運

命
は
ど
ぅ
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
思
え
ば
運
命
の
岐
路
で
あ
っ
た
。

九
月
に
帰
校
し
て
か
ら
は
僅
か
ぱ
か
り
の
牛
乳
配
達
を
始
め
、
得
意
増

加
に
奔
走
し
た
が
さ
し
て
成
績
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
傍
ら
1
氏
の

周
旋
で
中
村
と
い
う
人
の
紙
箱
は
り
を
手
伝
う
こ
と
と
な
っ
た
0
 
こ
れ
は

*
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U
君
も
一
緒
で
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
学
校
か
ら
か
え
る
と
四
時
頃
か
ら

夜
九
時
頃
ま
で
毎
日
仕
事
に
通
う
た
。
一
ケ
月
の
労
賃
が
一
円
に
も
足
ら

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
風
で
先
き
の
見
通
し
が
突
ず
遂
に
退
学
し
て
弁
護
士
の
書
生

に
で
も
な
っ
て
夜
学
に
通
う
ほ
か
な
い
と
思
い
、
 
U
君
と
と
も
に
退
学
の

決
意
を
な
し
た
。
 
U
君
は
従
来
の
ご
と
く
牛
乳
配
り
を
し
な
が
ら
同
じ
処

に
下
宿
し
て
い
た
が
私
は
早
速
1
氏
宅
に
厄
介
に
な
る
こ
と
に
な
り
、
年

の
瀬
も
迫
っ
た
十
二
月
二
十
七
日
に
引
越
し
た
。
 
1
氏
宅
は
押
小
路
烏
丸

東
入
北
側
に
あ
る
二
階
家
で
あ
っ
た
。
 
1
氏
は
私
の
近
村
の
出
身
で
私
よ

り
一
五
歳
ほ
ど
年
長
で
あ
っ
た
。
志
を
立
て
上
京
し
当
時
著
名
で
あ
っ
た

弁
護
士
堀
田
康
人
氏
の
書
生
と
な
り
主
に
民
事
関
係
の
法
律
上
の
知
識
を

得
、
独
立
し
て
無
免
許
な
が
ら
弁
護
士
同
様
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
但
し

法
廷
に
立
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
相
当
に
事
件
の
依
頼
者
が
あ
り

生
活
は
豊
か
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
老
祖
母
と
夫
人
と
女
中
の
処
へ
私

が
加
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
 
1
氏
の
後
嗣
は
三
条
大
宮
で
立
派
な
メ
リ
ャ

ス
店
を
経
営
し
て
い
る
。

第
忌
而
に
入
っ
て
毎
朝
公
会
堂
に
於
け
る
需
を
亀
し
た
も
の
が

残
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
米
田
庄
太
郎
先
生
(
社
会
学
者
、
後
京

大
教
授
に
転
出
)
五
回
、
青
木
澄
十
郎
先
生
(
神
学
校
教
授
明
治
三
七

年
頃
退
職
最
近
九
十
幾
つ
で
逝
去
)
二
回
、
日
野
真
澄
先
生
(
神
学
校
教

授
、
後
神
学
部
長
、
予
科
長
、
文
学
部
教
授
、
神
学
部
中
興
の
人
)
二
回
、

通
訳
五
回
、
大
塚
素
先
生
(
前
出
)
四
回
、
通
訳
一
回
、
和
田
琳
熊
先
生

(
心
理
学
者
後
交
学
部
長
大
学
長
歴
任
和
田
洋
一
氏
厳
ハ
父
)
二
回
、

宇
野
重
喜
先
生
(
陸
軍
中
佐
体
育
の
先
生
、
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
)

二
回
、
加
藤
延
年
先
生
(
地
、
歴
博
物
の
先
生
、
加
藤
延
雄
元
校
長
厳

父
)
四
回
、
門
田
新
六
先
生
(
漢
学
者
)
三
回
、
田
村
作
次
郎
先
生
(
京

大
、
大
学
院
に
て
歴
史
研
究
中
?
)
五
回
、
ダ
ソ
ニ
ン
グ
先
生
三
回
、
ラ

ー
ネ
ッ
ド
先
生
二
回
、
ケ
ー
リ
先
生
(
前
出
)
三
回
、
ワ
ー
レ
ソ
先
生
二

回
、
飯
塚
恒
太
郎
先
生
(
英
語
担
当
後
予
科
英
文
学
科
教
授
、
現
関
学
飯

塚
博
士
厳
父
)
一
回
、
秦
孝
道
先
生
(
数
学
、
後
早
大
高
等
学
院
教
授
)

一
回
、
松
山
高
吉
先
生
(
国
文
学
者
、
文
語
体
聖
書
訳
者
の
一
人
)
一
回
、

千
葉
勇
五
郎
先
生
(
女
学
校
教
頭
、
現
捜
真
女
学
校
長
千
葉
勇
氏
厳
父
)

一
回
、
外
人
来
客
四
回
等
で
あ
る
。
デ
ビ
ス
博
士
の
名
が
見
え
な
い
の
は

多
分
休
暇
で
帰
米
中
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
他
鈴
木
先
生
(
数
学
)
が

二
回
。さ

て
こ
の
頃
は
日
露
の
関
係
が
逼
迫
し
て
(
翌
三
七
年
二
月
十
日
対
露

宣
戦
が
布
告
さ
れ
た
)
、
国
民
の
関
心
は
そ
れ
に
注
が
れ
て
い
た
は
ず
で

あ
る
が
そ
の
割
合
に
そ
れ
に
関
す
る
講
話
は
少
な
く
、
市
民
も
一
般
に
平

静
で
あ
っ
た
。
唯
二
つ
だ
け
そ
れ
に
関
す
る
講
話
が
あ
っ
た
。
-
0
月
一
日

の
田
村
作
次
郎
先
生
の
講
話
と
三
月
六
日
の
門
田
先
生
の
話
で
あ
る
。

田
村
先
生
は
国
民
の
第
一
の
覚
悟
は
品
性
を
作
る
に
あ
る
と
し
門
田
先
生

は
林
子
平
時
代
か
ら
対
外
関
心
事
と
し
て
は
露
国
を
眼
中
に
お
い
た
。
征

韓
論
も
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
我
国
は
最
早
戦
端
を
開
か
ん
と
す
る
。
大

に
心
胆
を
ね
り
、
昔
日
よ
り
目
前
に
迫
る
露
国
を
磧
さ
ず
し
て
や
ま
ん

^
:
:
:
^
^
^
,
つ
^
^
^
^
0

大
塚
素
先
生
は
「
諸
君
の
う
ち
に
は
業
わ
が
国
の
た
め
に
尽
す
大
人

物
が
あ
る
か
も
知
れ
ん
。
イ
エ
ス
は
三
0
歳
ま
で
か
く
れ
て
い
九
。
諸
君

も
今
は
現
わ
れ
て
い
な
い
が
将
来
大
人
物
に
な
る
者
が
あ
る
と
思
い
畏
敬
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の
念
を
も
っ
て
諸
君
を
み
て
い
る
」
と
激
励
し
、
二
三
回
、
ブ
ー
カ
ー
・

ワ
シ
ン
ト
ン
の
話
を
さ
れ
た
。
和
田
琳
熊
先
生
の
幽
霊
の
話
が
面
白
い
。

心
理
学
者
で
あ
っ
た
先
生
は
次
ぎ
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
た
。
「
幽
霊
な
る

も
の
は
我
ら
に
倫
理
上
の
教
訓
を
与
え
る
。
そ
れ
は
一
つ
の
我
が
他
の
我

即
ち
良
心
を
圧
迫
し
て
、
悪
事
を
な
す
と
き
、
良
心
の
苛
責
の
念
に
堪
え

ず
そ
の
勢
が
強
く
な
る
と
そ
の
想
念
が
客
観
化
さ
れ
て
わ
れ
ら
の
目
に
映

じ
て
く
る
。
そ
れ
が
即
ち
幽
霊
で
あ
る
。
そ
れ
が
多
く
夜
現
わ
れ
る
の
は

昼
問
は
俗
事
に
追
わ
れ
て
良
心
の
力
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
夜
は
良
心
の

働
き
が
鋭
敏
に
な
り
、
そ
の
想
念
が
客
観
化
さ
れ
て
目
前
に
現
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
(
一
 
0
月
三
0
日
講
演
)

加
藤
延
年
先
生
の
柿
の
話
(
十
一
月
十
一
日
)
も
面
白
い
。
柿
と
い
う

名
は
「
あ
か
き
」
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
色
の
美
、
味
の
美
、
形

の
美
等
ま
こ
と
に
美
し
い
果
物
で
あ
る
。
関
ケ
原
戦
の
と
き
、
徳
川
家
康

に
美
濃
柿
を
獻
上
し
九
も
の
が
あ
っ
た
。
家
康
は
大
柿
(
大
垣
城
)
を
得

た
と
て
喜
ん
だ
。
柿
の
美
は
人
と
土
と
空
気
と
大
陽
の
力
と
相
ま
っ
て
な

る
も
の
で
こ
れ
上
帝
の
賜
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
思
っ
て
食
べ
る

と
そ
の
味
は
一
層
美
味
で
あ
る
」

い
ま
一
つ
青
木
澄
十
郎
先
生
の
講
話
(
十
一
月
二
0
日
)
を
紹
介
す
る
。

「
犠
牲
と
い
う
こ
と
は
諸
君
が
日
常
行
な
っ
て
い
る
が
通
常
大
な
る
者
の

た
め
に
小
な
る
者
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ぱ
今
日
日
露
の
関
係
緊

迫
し
て
い
る
が
、
私
一
身
を
犠
牲
に
し
て
事
が
解
決
で
き
れ
ぱ
私
は
進
ん

で
一
身
を
さ
さ
げ
る
。
し
か
る
に
大
を
も
っ
て
小
の
犠
牲
と
な
る
こ
と
は

む
つ
か
し
い
。
私
に
天
野
某
と
い
う
友
人
が
あ
る
。
こ
の
人
は
備
後
三
原

の
商
人
で
あ
る
が
そ
の
祖
先
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
話
は
春
台
雑
話
の
な

か
に
あ
り
ま
す
が
、
私
は
こ
の
友
人
か
ら
直
か
に
き
い
た
の
で
あ
る
。
彼

の
祖
先
に
天
野
三
郎
兵
衛
と
い
う
三
万
石
の
地
行
を
も
つ
武
士
が
い
九
。

彼
は
竹
を
切
っ
て
積
み
置
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
盗
む
者
が
あ
っ
て
だ
ん

だ
ん
と
少
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
足
軽
三
人
に
命
じ
て
番
を
さ
し
た
と
こ

ろ
果
し
て
盗
人
が
現
れ
て
き
た
。
足
軽
は
直
ち
に
こ
れ
を
斬
り
捨
て
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
は
近
所
の
百
姓
で
徳
川
直
轄
地
の
者
で
あ
っ
て
、
徳
川
の

威
信
を
傷
け
た
と
い
う
の
で
そ
の
一
人
を
渡
せ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
0

三
郎
兵
衛
は
足
軽
は
自
分
の
命
令
を
守
っ
た
の
で
渡
す
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ

と
い
う
て
、
三
万
石
の
地
行
を
捨
て
去
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
を
も
っ
て

小
の
犠
牲
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
足
軽
一
人
の
た
め
に
三
万
石
の
天

野
家
を
亡
ぽ
し
九
。
そ
し
て
そ
の
子
孫
は
一
・
問
人
と
な
っ
た
。
わ
れ
ら
も

こ
れ
を
学
び
九
い
も
の
で
あ
る
」

Υ
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